
11  研研究究のの動動機機  
⽗と散歩した際に葉を⾒ていると、葉

はなぜ緑⾊をしているのか知りたくな
った。葉緑体が関係していることは知っ
ていたが、さらに⾒てみたくなった。⽗
から細胞には核もあることも教えても
らった。

そこで、⾊々な葉を使って、葉の葉緑
体と核を観察し、葉の細胞についてもっ
と理解を深めたいと思った。

図１ 葉の細胞

22  予予想想  
すべての葉には、葉緑体と核がある。 

33  研研究究のの方方法法  
33..11  実実験験器器具具等等  
(1)葉
東村⼭中央公園などで散歩して⾒つけ
た葉４種

百⽇草  ヘチマ ヘチマ(枯れ葉)

メラレウカ  アセビ（毒性あり注意）

図２ ４種の葉
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(2) 試薬
エタノール、さく酸カーミン、
ヨウ素液（うがい薬）
(3) 実験器具
けんび鏡セット、ビーカー

33..22  方方法法  
(1) 葉を熱湯で２分間温める。
(2) 細かく切った葉の⾊を抜くために、

熱いエタノールにひたす。
(3) 葉緑体を⾒るためにスライドガラ

スに置いた葉にヨウ素液を⼀滴落
とす。

(4) 核を⾒るためにスライドガラスに
置いた葉にさく酸カーミンを⼀滴
落とす。

(5) 出来上がったプレパラートをけん
び鏡で観察する。倍率は１００倍
（接眼レンズ１０、対物レンズ１０）

44  結結果果  
４種の葉の脱⾊時間、葉緑体と核の観

察結果は次のとおりである。

図３ プレパラート
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(1) 脱⾊時間
表1 葉ごとの脱⾊時間

葉の
種類

百 ⽇
草

ヘ チ
マ

ヘ チ
マ

（ 枯 れ 葉 ）

メラ
レウ
カ

ア セ
ビ

脱⾊
時間

5分

（２）葉緑体と核の観察結果
表2 百⽇草とヘチマの結果

葉の
種類

百⽇草 ヘチマ ヘチマ
（ 枯 れ 葉 ）

葉緑体

⾒える ⾒える ⾒えない
核

⾒える ⾒える ⾒える
※メラレウカとアセビは、脱⾊を⼗分に

⾏うことができなかったため、葉緑体
と核を確認することができなかった。 

55  分分かかっったたこことと  
・葉緑体は、葉の光合成によってでき

たデンプンにヨウ素液で⾊を付け、⾒
つけることができた。

・核は、さく酸カーミンで染まる。
・ヘチマの枯れ葉の葉緑体が⾒られな

かったのは、枯れ葉になった時に葉緑
素がなくなってしまったからと考え
られる。しかし、核は観察することが
できた。それは枯れても核が残り続け
ていることができると考えられる。加
えて、枯れ葉が⻩⾊だったのは、葉緑

素の緑⾊が消えて、元々もっている⻩
⾊の⾊素がうきでてきたからと考え
られる。

・葉のかたさは、
百⽇草＜ヘチマ＜メラレウカ＜アセビ
の順番だった。また、メラレウカ、ア
セビの葉は葉緑体と核が⾒られなか
ったことは、葉のかたさが関係してい
ると考えられる。

66  ままととめめ  
この実験は、葉の細胞を調べることに

よっての細胞を理解するために⾏った。
すべての葉には、葉緑体と核があると思
っていたが、枯れ葉には葉緑体を観察で
きなかった。⼀⽅、核は観察することが
できた。これは、葉が枯れる時に失うも
のと残るものがあるからだと考えられ
る。また、やわらかい葉はけんび鏡で葉
の細胞を観察できたが、かたい葉を観察
することができなかった。葉のかたさに
よって、けんび鏡で観察できるかどうか
は変わると考えられる。

今回の実験では、葉の光合成によって
できた葉緑体にあるデンプンにヨウ素
液で⾊を付けて葉緑体を観察した。次は、
光合成をしていない葉も観察すること
で、光合成の仕組みをもっと理解したい。 
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